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厚生労働科学研究費補助金（化学物質リスク研究事業） 

（H30-化学-一般-004） 

分担研究報告書 

 

室内化学物質のライブラリ拡充・活用 

 

研究分担者： 小林 剛  横浜国立大学大学院環境情報研究院 

 

 

Ａ．研究目的 

  室内環境ガイドラインが設定されて以

降、現在でもシックハウス問題の懸念が存

在している。本研究班では、平成26年～28

年の本事業において、室内に存在する可能

性がある化学物質1698種の名称、性状、用

途、毒性情報、感作性情報を網羅的に収集し

た「室内環境中の化学物質リスト1698」を

開発した。しかし、このリストには、曝露情

報、毒性情報ともに空白があり、懸念が高い

物質から空白を埋めていく必要がある。こ

の中でも、難燃剤や殺虫剤はWHOの室内空

気質ガイドラインに挙げられている優先度

が高い物質である。このうち、難燃剤では、

これまでの3年間の研究により臭素系難燃

剤のリスクより、有機リン系の難燃剤のリ

スクがより高いことや、新規化合物が続々

と使用されていることが判った。 

 そこで、曝露評価・発生源評価サブグルー

プでは、化学物質リストの中で取り組み優

先度が高いと考えられる有機リン系の新規

難燃剤などに焦点を当てる。ハザード評価

研究要旨 

室内環境中に存在する製品情報、製品中化学物質情報の収集・整理と、室内環境での主
要曝露経路における高リスク物質のスクリーニング手法を構築するための研究を推進して
いる。これまでに作成してきた、「室内に存在する化学物質リスト」の情報を拡充を検討
する。特に、多様な製品中の化学物質情報（用途や含有率）を収集・整理する。特に情報
が欠落している部分について、QSAR情報も活用するなどして評価できる対象物質を増や
す。 
さらに、高懸念物質のスクリーニング手法については、その評価結果を確認（モニタリ
ング情報、室内検出情報との比較）して改良する。更に、事業者らが任意の物質について、
情報を入力してスクリーニング評価（これまでの評価物質と比較して相対的な懸念度や注
意すべき曝露経路を判定）が出来る簡易なツールを作成する。 
初年度は、室内化学物質のライブラリ拡充・活用として「室内環境中の化学物質リスト

1698」の空白の情報を埋めるため、情報の確認、更新をすると共に、QSAR関連情報の収
集と活用の検討を実施した。２年目は、ライブラリへの入力情報の更新とともに、事業者
らが任意の物質について、情報を入力してスクリーニング評価できるツールのプロトタイ
プを作成した。３年目は、ライブラリへの入力情報の更新とともに、スクリーニング評価
ツールについて、多様な曝露経路を考慮して評価できるよう拡充・改良とツール公開のた
めの準備や確認を行った。 
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サブグループでは、有機リン系の難燃剤等

の毒性について検討する。 

 ライブラリ構築サブグループは、平成29

年度には、「室内環境中の化学物質リスト1

698」の更新やリスト空白部を埋めるための

情報の拡充をおこなった。研究2年目以降は、

リストに挙げられた多種の化合物の取り組

み優先度を決めるスクリーニング法につい

て確認するとともに、事業者らが任意の物

質について、情報を入力してスクリーニン

グ評価できるツールのプロトタイプを作成

した。３年目は、情報の更新とともに、多様

な曝露経路を考慮して評価できるよう、ス

クリーニング評価ツールの拡充改良とツー

ル公開のための準備や確認を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

１）室内化学物質のライブラリの情報更新 

 「室内環境中の化学物質リスト」の情報の

拡充のため、物性情報・毒性情報等の追加の

確認・更新のため、「17120の化学商品」、

ACGH、OSHA、NIOSH、DFG、AIHA、

日本産業衛生会の作業環境基準（吸入毒性

情報）に関する最新情報の確認とともに、情

報データベースを、スクリーニング評価ツ

ールで利用しやすいように整理した。 

本研究で考慮することとした曝露経路は図

１に示す７つの曝露経路であり、①製品か

らの室内空気への移行→吸入曝露、②製品

からの室内空気への移行→経皮曝露、③④

製品からの室内空気への揮発→食品や水へ

の溶解・吸収（濃縮）→経口曝露（③は食品

中の水分④は油分への吸収）、⑤製品から室

内ダストへの移行→吸入曝露、⑥製品から

室内ダストへの移行→経口曝露、⑦製品へ

の直接接触→経皮曝露について、曝露経路

毎にスクリーニング手法を提案している。

これを用いて、スクリーニング結果の検証

と手法の改善（特に用途情報を再確認し、化

学物質量ランクの妥当性確認）を行った。 

特に、各曝露経路で高リスク懸念となった、

（有害性ランク，曝露性ランク）＝（A,A）

（A,B）（B,A）の物質については、評価結

果が妥当か、特に判定の根拠となった情報

について、その妥当性を確認し、情報データ

ベースも修正、更新した。 

なお、本研究では有害性ランクの決定は表

１、曝露性ランクの決定は図２および図３

（吸入曝露の例）に示している。 

  

２）スクリーニング評価ツールの作成 

 事業者らが任意の物質について、情報を

入力してスクリーニング評価できるツール

について、令和元年度は、多様な前述の７つ

の曝露経路を考慮して評価できるよう、ス

クリーニング評価ツールの拡充改良とツー

ル公開のための準備や確認を行った。 

新たな化学物質について、有害性情報と曝

露情報とを入力すれば、これまでにスクリ

ーニング評価された物質と比べて、相対的

なリスク懸念の程度が表示されるツールの

作成を行った。誰でも容易に使用できるよ

う、ユーザーインターフェースは、Microso

ft社のEccelのワークシートを用いて、評価

できるようにすることとした。 

 

(倫理面の配慮） 

 本申請研究により得られた特定の個人・

企業等の情報は、許可無く個人・企業等が特

定されないような配慮の上で、研究発表等

の情報発信を行う。 
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Ｃ．研究結果 

１）室内化学物質のライブラリの情報更新

とスクリーニング評価結果の確認 

 「室内環境中の化学物質リスト」の情報の

拡充のため、「17120の化学商品（化学工業

日報）」などの情報源を確認し、追加すべき

物質がないかを確認するとともに、毒性情

報および物性情報の追加・更新を行った。新

たな追加物質は確認されていないが、特に

詳細用途情報を追加・更新することができ

た。 

 また、図１に示した７つの曝露経路にお

ける、スクリーニング評価結果として、図４

に高懸念物質（有害性ランク，曝露性ランク）

＝（A，A）を、表２－１および表２－２に

は（有害性ランク，曝露性ランク）＝（A，

B）および（B，A）（曝露経路①「製品→室

内空気→吸入曝露」の例）を示した。各曝露

経路の詳細な結果は付録にまとめている。 

 ここで、特に（A，A）物質の中で、経路

①において、エチレンジアミンは接着剤成

分という用途から、（A，A）ランクとして

選定していたが、詳細用途の確認の結果、詳

細な含有率情報は得られなかったものの、

常温硬化型防食塗料原料、エポキシ樹脂硬

化剤、接着剤樹脂の架橋剤など、塗料中での

主要成分ではなく原料であったり、エポキ

シ樹脂の硬化剤では10%程度の割合で用い

られるが、多くは反応して残存量はかなり

少なくなると考えられる。ここでは、使用後

の製品中の含有率を0.1~1％程度と推定し、

含有率ランクポイントをｄと変更したこと

で、曝露性ランクはAからBに変更された。 

最終的に、いずれかの曝露経路で（A，A）

ランクに分類された物質が図４に示されて

いるが、一定の毒性を有し、室内で各曝露経

路において、他の物質と比べて相対的に曝

露されやすい物質であり、どの程度のリス

クとなるかの調査が求められる。静岡県立

大学では、グリオキサールなど実態調査が

なされている。 

また、（A，A）ランクの物質に準じた物

質として、(A,B)および(B,A)ランクとして、

スクリーニングされた物質で、曝露経路①

（室内空気からの吸入曝露）に関しては、製

品中で多くの割合を構成する溶剤成分や農

薬原体成分であり、ある程度の量が室内に

存在するもしくは高い揮発性を有する物質

が多くなっている。室内濃度指針値が設定

されている物質と同程度のリスクが懸念さ

れる化学物質は多数スクリーニングされ、

詳細な調査が必要と考え得られる。 

 

２）スクリーニング評価ツール拡充・改良 

 「室内環境中の化学物質ライブラリ」を活

用して、事業者らが自身の取り扱う製品中

等の任意の化学物質について、情報を入力

して、新たな懸念物質になりうるか否かを

スクリーニング評価できるツールを開発し

た。昨年度検討、作成した吸入経由以外の多

様な曝露経路を考慮して評価できるよう、

プロトタイプのツールを拡充・改良すると

ともに、ツール公開のための準備を行った。 

Microsoft社のEccelのワークシート上で、図

５の様に「化学物質情報入力シート」におい

て、取り扱う物質の有害性および曝露性に

関する情報を入力（数値入力の箇所と選択

入力の箇所がある）する。それにより、各有

害性ランクや各曝露性ランクのポイントが

自動計算されて表示される。また、有害性に

関しては、大気や水質のガイドライン値や

作業環境基準などが設定されていない物質
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のために、「環境管理参考濃度算出シート」

も作成している。これらの入力値から、図６

のように「評価結果出力シート」において、

７つの曝露経路ごとに、有害性ランクや曝

露性ランクが決定されて表示される。また、

これまでランク分けした物質と比較して、

評価対象の物質の曝露がどの程度懸念され

るのか、これまでに評価した化学物質群の

中で、相対的に上位からどの程度の位置に

あるのか表示するようにした。例えば、図の

ホルムアルデヒドは、（A，A）ランクであ

り、上位２％以上に位置することが分かる。

ホルムアルデヒドの場合は、曝露経路①は

「製品→室内空気→吸入曝露」（A，A）上

位2%以上であるが、曝露経路②「製品→室

内空気→経皮曝露」では（A，B）上位6-9%、

経路③「水分含有飲食物→経口」では（A，

B）上位8-20%、経路④「水分含有飲食物→

経口」では（A，C）上位30-45%、経路⑤「ダ

ストの吸入曝露」では（A，E）上位28-49%、

経路⑥「ダストのHand-to-mouth」では（A，

E）上位24-46%、経路⑦「製品直接接触の経

皮曝露」（A，B）上位0.3-9%という位置付

けであることが分かる。また、現在指針値が

設定されている物質との関係も把握できる

ため、事業者らは当該物質の詳細リスク評

価の必要性を判断する際の有用な情報とな

る。 

本ツールは、大学ホームページからの公

開を予定している。 

 

Ｅ．結論 

 「室内環境中の化学物質リスト」の情報を

更新するとともに、その情報を用いて新た

な物質を相対評価できるスクリーニング評

価ツールについて、多様な曝露経路を考慮

して評価できるよう拡充、改良とツール公

開のための準備や確認を行った。室内濃度

指針値が設定されている物質と同程度の化

学物質は多数スクリーニングされており、

詳細な調査が必要と考え得られる。作成し

たスクリーニングツールを用いて、事業者

らが予防原則の観点から、既存の指針値設

定物質と同程度に高リスクが懸念される物

質については、その使用方法や曝露防止へ

の配慮がなされることが期待される。 

 

Ｆ．研究発表 

1.  論文発表 

なし 投稿準備中 

 

2.  学会発表 

なし 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

なし 

 

2. 実用新案登録 

なし 

 

3. その他 

なし 
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図１ 本研究で考慮している室内での曝露経路 
 
 
 
 

表１ 有害性ランク（吸入曝露）の決定方法 

 
 

 

図２ 曝露性ランクの考え方 

 
 

有害性
ランク

大気環境基準値、
WHOガイドライン値、
室内濃度指針値、

環境管理参考濃度(大気) [mg/m3]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度
(EU他*6)

生殖毒性
確度
(EU他*6)

感作性
確度
(EU他*1,4,6,7)

A Group 1 H360 H334

B Group 2A, 2B H340 H361 H317

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0 × 10 < ≦ 1.0 × 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会

＋
曝露経路移行
ランクポイント

(-4～3点)

化学物質量
ランクポイント

(1～3点)
＋曝露性

ポイントの合計
=

曝露性ランク
さらに体内蓄積可能性の考慮曝露性ランク A B C D E

ポイント合計 7以上 6 5 4 3以下

製品使用形態
ランクポイント

(1～3点)

・揮発性等ﾗﾝｸ
・皮膚透過性ﾗﾝｸ
・飲食物濃縮度ﾗﾝｸ
・ダスト吸着性ﾗﾝｸ
・接触頻度ﾗﾝｸ

※曝露経路ごとに用いるランクは異なる
※曝露経路ごとに異なる

※経路①(吸入曝露)では、
4.8 ≦ ∩ 3.5 ≦ ⇒ 2ランクアップ
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図３ 曝露性ランクの決定方法の例（曝露経路①吸入曝露） 

 

揮発性等ランク

化学物質量ランク

さらに体内蓄積可能性を考慮する

製品使用形態ランク

4.8 ≦ ∩ 3.5 ≦ ⇒ 2ランクアップ

a2

a1
エアゾール剤、ポンプ式スプレー剤、

燻煙剤や燻蒸剤(水による加熱蒸散タイプを含む)などの
瞬時に室内に拡散されるタイプの製品、粉末・粉体状の製品

電気蚊取、タンスやクローゼットに入れるタイプの防虫剤などの
長時間使用して室内に放散されるタイプの製品、
床下で使用するシロアリ防除剤等の製品など

室内濃度が短期・高濃度となる使用の製品

室内濃度が長期・中濃度以上となる使用の製品

b室内製品の表面の加工に使用する塗料・ワックスなどの製品、
接着剤のような使用時に揮発する製品、

木材含有の植物油のような材料に含有し室内への放散が考えられる物質

c
室内濃度が長期・低濃度となる使用の製品

上記以外の固形剤、液剤、着色料や酸化防止剤を含む
その他製品(不明なものを含む)

室内濃度が影響しない製品

製品使用量ランク
ポイント(1～3点) ＋

含有率ランク
ポイント(1～5点)

化学物質量ランク a(3点) b(2点) c(1点)

ポイント合計 [点] 8,7 6,5,4 3,2

化学物質量ランク

c
b
a
それ以下

d
e

c

a
b

※ は含有率[%]

d
c

a
b

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が220℃を超える液体
いずれも不明なもの

25℃付近で気体
25℃付近での蒸気圧が76Torr以上の液体または固体

常圧での沸点が89℃以下の液体

25℃付近での蒸気圧が7.6Torr以上76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が89℃を超え、150℃以下の液体
微粒子として排出される可能性がある固体

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr以上7.6Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が150℃を超え、220℃以下の液体

曝露性ランク
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図４ 本研究で高懸念（A,A）とスクリーニング評価された物質 
 

 
 
 
 
 

揮発性が高い、常温気体

●塗料・接着剤成分

・ホルムアルデヒド
・塩化ビニル
・アクリル酸メチル
・1,3-ブタジエン
・グリオキサール
●空気清浄機
・オゾン

・フェンチオン
・ディルドリン
・シフルトリン
・ジコホル
・ダイアジノン
・2,2’-ジクロロ-4,4’-メチレンジアニリン

揮発性低く、体内蓄積可能性

●殺虫・防虫剤・農薬成分

・ホキシム
・ジクロフェンチオン
・クロルピリホス
・シペルメトリン
・フィプロニル

経路①(製品→室内空気→吸入曝露) 経路②(製品→室内空気→経皮曝露)

揮発性、皮膚透過性
・エチレンジアミン
接着剤､気道感作性

皮膚透過性､体内蓄積可能性あり
・トラロメトリン
シロアリ駆除剤
・N,N’-ｼﾞﾌｪﾆﾙ-p-ｼﾞﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ
接着剤等の酸化防止剤
皮膚感作性
・ジベンゾ(a,h)アントラセン
燃焼生成物

揮発性が高く、
皮膚透過性が低い
・グリオキサール
水性塗料
気道感作性

・TCMTB
木材防腐剤
皮膚感作性

室内環境中で使われる化学物質情報の拡充（高懸念 (A, A)  と評価された物質）

経路③(水分含有飲食物→経口) 経路④(油含有食品→経口)

経路⑥
(ダストのHand-to-mouth)

●塗料・接着剤成分
・2,2'-ジクロロ-4,4'-メチレンジアニリン
・ホルムアルデヒド
●殺虫・防虫剤・農薬成分
・シフルトリン
・ジコホル
・ダイアジノン
・シペルメトリン
・テトラクロルビンホス
・トラロメトリン
・ビフェントリン

●塗料・接着剤成分
・2,2'-ジクロロ-4,4'-メチレンジアニリン
・ホルムアルデヒド
●殺虫・防虫剤・農薬成分
・シフルトリン ・ホキシム
・ジコホル ・フェンチオン
・ダイアジノン ・ディルドリン
・シペルメトリン ・ピレトリン
・テトラクロルビンホス ・フィプロニル
・トラロメトリン ・ジクロフェンチオン
・ビフェントリン

（A,A）物質は無し
※（A,B)(B,A)物質はある
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表２－１ 曝露経路①（吸入曝露）スクリーニング評価結果（A,B） 
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表２－２ 曝露経路①（吸入曝露）スクリーニング評価結果（B,A） 
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図５ 化学物質情報入力シート（入力例） 
 
 
  

化学物質情報入力シート

CAS_RN

物質名 入力箇所 選択箇所

有害性情報①

[mg/m3] 出典 [mg/L] 出典

0.01 0.1

有害性情報②

IARC
IARC
ポイント

EU
EU
ポイント

EPA
EPA
ポイント

NTP
NTP
ポイント

旧
労働省

旧
労働省
ポイント

ACGIH
ACGIH
ポイント

産衛学会
産衛学会
ポイント

発がん性確
度
ポイント

発がん性
確度
有害ラン
ク

なし 0 R45 Carc. Cat. 1 5 C 3 B 4 指定物質 3 A5 1 第2群B 4 5 A

有害性情報③

EU EUポイント
CLP
ハザード
情報

CLP
ハザード
情報
ポイント

変異原性
確度
ポイント

変異原性
確度
有害ランク

EU
EU
ポイント

CLP
ハザード
情報

CLP
ハザード
情報
ポイント

生殖毒性
確度
ポイント

生殖毒性
確度
有害ランク

なし 0 0 × なし 0 0 ×

有害性情報④

EU
EU
ポイント

CLP
ハザード
情報

CLP
ハザード
情報
ポイント

感作性
確度
ポイント

感作性
確度
有害ランク

EU
EU
ポイント

CLP
ハザード
情報

CLP
ハザード
情報
ポイント

感作性
確度
ポイント

感作性
確度
有害ランク

なし 0 0 × なし 0 0 ×

有害性情報ランク

吸入確度
情報ランク
ポイン
ト(経路①)

経口確度
情報ランク
ポイント
(経路②)

経口確度
情報ランク
ポイント
(経路③)

経口確度
情報ランク
ポイント
(経路④)

経口確度
情報ランク
ポイン
ト(経路⑤)

経口確度
情報ランク
ポイント
(経路⑥)

経口確度
情報ランク
ポイント
(経路⑦)

5 5 5 5 5 5 5

曝露性情報

製品
使用量

含有率 蒸気圧 沸点 log POA log POW
皮膚透過
係数

無次元
ヘンリー
定数

土壌への
吸着係数

主要用途

[ｇ] [％] [Tor r ] [℃] [－] [－]
log kp_b

 [m/h]
logH logKd

kg以上 4 100 3 3.6 b -1 -3 6 b 400 塗料

吸入長期 基準値等

発がん性確度分類(経路①～⑦)

経口長期 基準値等

50-00-0
ホルムアルデヒド

感作性確度分類(経路②,⑦)

製品
使用形態

接触
頻度

分子量

変異原性確度分類(経路①～⑦) 生殖毒性確度(経路①～⑦)

感作性確度分類(経路①)
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曝露経路①製品→室内空気→吸入曝露 

 
 
 
曝露経路②製品→室内空気→経皮曝露 

 
 

図６ 評価結果の出力画面の例（ホルムアルデヒド、曝露経路①②） 
 
 
 
 

 

評価結果出力シート
CAS_RN 50-00-0
物質名 ホルムアルデヒド

経路①有害性ランク（室内空気→吸入）

吸入
管理参考濃度
ランク

点数
吸入
確度情報
ランク

点数
吸入
有害性ランク
ポイント

吸入
有害性
ランク

B 4 A 5 5 A

経路①曝露性ランク(室内空気→吸入)

製品使用形態
ランク

点数
製品使用量
ランク

点数
含有率
ランク

点数
化学物質量
ランク

点数
揮発性等
ランク

点数
曝露経路移行
ランクポイント

体内蓄積
可能性

曝露性
合計点

曝露性
ランク

b 2 b 2 c 3 b 2 b 2 6 2 8 A

スクリーニング評価結果
経路①(室内空気→吸入)

経路①(室内空気→吸入) 室内空気の吸入曝露の結果

有害性ランク＝ A A B C D E
A 19 25 20 25 24

曝露性ランク＝ A B 18 20 20 22 26
C 25 54 39 49 33

上位 D 69 67 43 46 118
E 26 22 11 24 24

2 %

有害性ランク

曝露
性ラ
ンク

経路②有害性ランク(室内空気→経皮)

吸入
管理参考濃度
ランク

点数
経口

管理参考濃度
ランク

点数
経口
確度情報
ランク

点数
経口
有害性ラ
ンクポイ

経口
有害性
ランク

B 4 B 4 A 5 5 A

経路②曝露性ランク(室内空気→経皮)

製品使用形態
ランク

点数
製品使用量
ランク

点数
含有率
ランク

点数

製品使用
量+含有
率ポイン
ト

化学物質
量
ランク

点数
揮発性等
ランク

点数
皮膚透過
性
ランク

点数
曝露経路
移行ランク
ポイント

体内蓄積可
能性ランクポ
イント

曝露性合
計ポイント

曝露性ラ
ンク

b 2 b 2 c 3 5 b 2 b 2 d -1 5 1 6 B

スクリーニング評価結果
経路②(室内空気→経皮)

経路②(室内空気→経皮) 室内空気の経皮曝露の結果

有害性ランク＝A A B C D E
A 6 4 4 13 35

曝露性ランク＝B B 21 6 14 10 37
C 17 12 7 17 19

上位 D 28 10 18 18 27
E 64 38 41 44 53

有害性ランク

曝
露
性
ラ
ン
ク

6 %


